
日本都市計画学会中国四国支部 景観形成に関する見学会 ご案内 
 

日本都市計画学会中国四国支部では、今年11月26日（土曜日）に、下記のような見学会を開催します。 

年末を控え、何かとお忙しいことと存じますが、是非、ご参加下さい。 

 

 

【一の坂川周辺地域の概要（参考）】 

○当地域は、山口市の中心市街地を貫流する一の坂川沿いに位置し、大内氏遺産、町屋群などの歴史的、文化的遺

産が残る堅
たて

小路
こうじ

地区に隣接している。 

○一の坂川沿いは、昭和39年に「国土美モデル地区」に指定されて以降、住民団体等による美化活動が進められ桜

並木、ゲンジボタル（国の天然記念物）の名所として市民や観光客に親しまれている。 

○一の坂川周辺の整備については、昭和49年のホタル護岸の整備、平成12年以降の街なみ環境整備事業による電線

類地中化、道路美装化、河川再生事業等による親水性と景観に配慮した護岸整備などが進められている。 

○景観形成の面では、平成７年、マンション建設計画への反対を契機に山口市都市景観条例(昭和63年制定)に基づ

く「都市景観形成地区の指定」がなされ、「地区景観形成基準」に基づく建築物の指導、基準に適合する建築等

に対する助成金の交付(平成11年以降)などが行われている。 

○当地域では、さまざまなまちづくり団体が結集し、地域を美術館と見立て、家の軒先や店舗に美術・工芸品など

を展示する「アートふる山口」が開催され、賑わっている。 

(「中国地方のまち並み」ほかの資料による。)
 

１  主 旨 

平成17年度の都市計画研究会のテーマである「中四国地方における景観づくりの取組みと景観法」に

係る研究会活動の一環として、行政と住民との協働による取組みにより、まちづくり、景観形成の面に

おいて成果をあげられている「一の坂川周辺地域（山口市）」の事例を見学し、景観形成の実践につい

て学ぶ。 
 
２  テーマ   『一の坂川周辺地域 －行政と住民との協働による景観形成－』 
 
３  日 時   平成17年11月26日（土曜日） 13時00分～16時30分頃 
 
４  場 所   一の坂川周辺地域（山口市） 
 
５  プログラム  13時00分       現 地 集 合（山口県庁旧藩庁門） 

13時00分～14時30分頃 見 学 会（一の坂川周辺地域） 

14時45分～16時30分頃 説明・意見交換会（山口県庁旧県会議事堂内を予定） 
 
６ 説明・話題提供者 

○景観形成の概要について 原田正彦氏（山口県住宅課/NPO法人まちのよそおいネットワーク） 

○景観形成の実践について 小山哲彦氏（小山設計事務所/NPO法人山口住まいまちづくりセンター） 
 
７  見学ルート 

○県庁舎・旧県会議事堂（重要文化財）→「パークロード」→「一の坂川沿道」→「竪小路沿道（歴史

的街道）→菜香亭（移築した歴史的建造物） 全長２ｋｍ程度 

 
８  参加申し込み（お問い合せ先） 

  参加希望者は、所属･電話番号･メールアドレスを添えて、下記にお申込み下さい。(11月22日までに) 

【申込先】 藤岡憲三（株式会社地域計画工房）  TEL (082)293－1460 FAX (082)231－6866 

E-mail：k-fujioka@chiikikb.co.jp 
 
■自家用車への便乗（同乗）を希望される方は、申し出て下さい。（可能な範囲で調整します。） 

 

 

★日本都市計画学会中国四国支部の過去の研究会概要・記録は http://www.crrc.or.jp/c-plan/ まで 



 

 

 

※駐車場は、追って連絡します。 

 

 

 

 

 

集合予定場所 

山口県庁 

説明会場の様子（山口県庁旧県会議事堂） 


